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加工技術展示商談会に参加しました 

北村 眞一 

 

第 5 回神戸市内中小企業加工技術展示商談会が、

2013 年 6 月 21 日に神戸サンボーホール 2 階大展示

場で開催された。神戸市が主催で、当会も共催 14

団体に名を連ねた。主に神戸市内に本社か工場があ

る加工技術に関する事業者71社と支援機関7機関が

出展しており、12 のゾーンに分類されていた。 

精密部品加工 25 社、 

プレス・板金 5 社、 

樹脂成型加工 9 社、 

ゴム成型加工 5 社、 

表面処理加工 3 社、 

生産用機械器具製造 2 社、 

電気・電子機械器具製造 5 社、 

機械設計・制御・情報システム開発 12 社、 

製造業向けシステム販売・サポート 2 社、 

製造卸 2 社、 

映像-Ｗｅｂサイト企画制作 1 社、 

支援機関 7 機関となっている。 

 去年までは、神戸市産業振興センター2Ｆで行わ

れていたが、今年は場所を神戸サンボーホールに移

し 2 倍ほどの規模になった。当日は午前中小雨が降

る悪天候にも係わらず、出足は順調に伸び、開催者

が用意したパンフレット 1,000 部は途中で無くな

り、急遽 200 部程コピーを追加したようである。 

パンフレット作成にあたり、神戸市工業課に協力してカタログ調査を当会が実施した。宮本英希副

会長と谷口耕造技術士が纏められ、当会会員 26 名で 52 社の内容調査を実施した。担当された方は、

神戸市工業課の方と同行するか、又は単独で担当企業を訪問し、商談会において企業が来て欲しい相

手企業の企業名や、担当企業の「売り」をうまく聞き出し、カタログ作りに活かされていた。 

 当会も支援機関として神戸市産業振興財団や

近畿経済産業局などと共にパネルを展示した。 

隣のブロックは近畿経済産業局で「関西ものづ

くり新撰」として選定された 4 社が展示していた。 

その内の 1 社である隣のブースは、機械加工で

生じる現象をナノメートルオーダー単位で評価

する会社であったが、その担当者は細谷技術士の

後輩であり、世間は狭いと感じた。 

 当会会員も多く来場され、担当された企業や

旧知の企業に訪問されていた。展示会に出展して

も、新規の顧客獲得にはすぐに結びつかないかも

知れないが、継続的な参加は必要であろう。 

 北村もカタログ調査を 2 社担当させていただいた。Integral Geometry Instruments,LLC と有限会

社ランクコーポレーションで、名前からは全く何をしているか想像出来ない会社であった。前社は、

神戸大学発のベンチャー企業で、磁気を用いて電流の流れを映像化する最先端の技術で、担当者は 30

歳台であった。後社は小川のせせらぎや彫刻のゆらぎを数値化する技術であり、担当者は 70 歳台で

あった。幅広い技術分野や違った年代の方にお会いできるのも、このような展示会の醍醐味である。 

 

 


